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2007年 11月 第 28号 
 
 
 
 
東京都の江東内部河川流域連絡会の情報紙（会議録） 

 
平成 19 年 10 月 25 日（木） 

第 28 回（第 5期第 2回）江東内部河川流域連絡会を開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水位上昇 

水位低下

↑ 船による現地視察（荒川ロックゲート通過）の様子 ： 水位を上げて通過します。 

↑ 船による現地視察（扇橋閘門通過）の様子 ： 水位を落として通過します。 

会議の様子

・「第 28回（第 5期第 2回）江東内部河川流域連絡
会」を、午前 9時 00分から約 2時間 30分程度で
隅田川・江東内部河川・荒川を船によって現地視

察し、その後、約 1 時間弱、墨田区役所の会議室
において、現地視察の感想・意見について話し合

いました。 
・都民委員 11名と墨田区、江東区、江戸川区、東京
都江東治水事務所等の行政委員 10 名等が参加し
ました。 
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現地視察 
 
隅田川の両国船着場より乗船して、隅田川、小名木川、扇橋閘門、旧中川、荒川ロック

ゲート、荒川を船から現地視察しました。最後は、隅田川の墨田区庁舎前防災船着場で下

船しました。 
 
 

丸数字は後ページの写真箇所 

現地視察コース図 
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隅田川のテラスにて乗船前の説明を受ける。 

 
隅田川・総武線鉄橋。両岸はビルやマンション。

 
小名木川と隅田川の間の新小名木川水門。震災

時や高潮時には水門を閉鎖します。 

 
扇橋閘門。ここで西側と東側の水位差を調整し

て船を通します。 

 
クローバー橋。ボート練習が行われている横十

間川が合流します。 

 
江戸情緒をイメージした環境整備が行われ、ま

た、既設堤防を撤去し水辺とまちが近づきまし

た。 

 
旧中川。緩傾斜の堤防と広々した風景です。 

 
ボート練習用の船揚場です。 
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釣り、散策など多様に楽しまれています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
旧中川では、様々な生き物に出会えました。 

 
荒川からみたロックゲート。荒川と旧中川（江

東内部河川）の水位差を調整して船を通します。

 

スーパー堤防上に公園、マンションが整備され

ています。 

 
荒川から隅田水門を通ります。ここは水上バス

も通航します。 

 

旧綾瀬川を通り、隅田川へ抜けます。 

 
旧綾瀬川から隅田川へ。造船工場があります。

 

墨田区役所前にて下船。 
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修 正 し

ました。 
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流域連絡会の議事の概要 
 
 
 
 
◆川を中心にまちづくりをしていくのは大変なことだということを実感した。これからも川を

中心にしたまちづくりに力を入れていってほしい。 
◆小名木川、横十間川は真っすぐな河道で、ボート競技の練習にはとてもいい環境だと思

った。この環境はそのまま残してほしい。 
◆小名木川に新たに歩道橋を架橋している橋下にトイレがあると良い。 
◆（水辺のテラスの）歩道を木のチップで埋めると、ウォーキングや散歩をするときに、ひざ

にやさしい歩道になるのではないかと思った。 
◆竪川が横十間川に合流する首都高７号線の下にボートの置き場を整備し、災害時の活用

やボート競技に親しんでもらえるようにしたい。また、北十間川に散歩道をつくる際に

も、船着場をどこかに工夫して整備してほしい。その際、トイレをつくると船の利用時

に便利と考えた。 
◆今までどぶ川ぐらいのイメージしかなかったが、初めて実際に航行して、思った以上に環境

整備が進んでいることを実感した。また、都民委員のボート利用の取り組み等も知り、ハー

ド整備とソフト整備が一体になれば、地域の発展に寄与するような施策ができると感じた。 
◆荒川のロックゲートができて、旧中川や小名木川に土砂が堆積する懸念があるのではな

いかと感じた。また、次回の現場視察は、徒歩にて、船で行けない場所もみてみたい。 
◆旧中川は数年前と比較すると、非常に自然と調和されてきたと思った。自然の中で川と

自然ということを少し考えていただきたいと感じた。 
◆旧中川の蛇行は和船の操船にとって非常にいい雰囲気である。船番所のあたりで和船の

操船等のイベントを行えば、下町の文化が発信できると思う。 
◆（小名木川、旧中川、荒川、隅田川と）４つの河川を巡り、川の違い、整備のしかたの

違いを含め、利用価値等、いろいろのものを含め参考となった。 
◆水質は大分きれいになってきたと感じた。より一層の水質対策を望む。 
◆川の護岸はよく整備されているが、活用の仕方が課題だと思う。 
◆これだけの距離をのんびりした速度で２時間で廻れる。水上交通は早いものだと感じた。 
◆小名木川のテラス整備は、船番所資料館方面からクローバー橋の辺りまで行われるよう

だが、その間にトイレは必要だ。 
◇トイレ整備ができない場合でも、整備されている箇所へのトイレの案内板程度は整備を

考えないといけない。 
◆今回は良いところばかりをみたが、次回は悪いところも見るように計画して欲しい。悪

いところをみて、みんなで（改善策等について）意見を出し合うことが良い。 
 

現地視察の感想・意見 ◆都民委員 ◇行政委員 
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流域連絡会の今後の予定 
 
次回の流域連絡会は、12月 20日（木）に予定しています。 

 
 

 住 所 ・ 団 体 名 氏 名 
墨田区 梅原 博明 
墨田区 二木

ふたき

 祥一 
墨田区（区内在勤） 正岡 久武 
江東区 菊地 進一 
江東区 黒木 正幸 
江東区 氷見

ひ み

 修三 
江東区 吉田 正子 

個 
人 

江戸川区 山内 久二 

都 
民 
委 
員 

団 
体 

江東区 江東区和船友の会 
江東区 江東区和船友の会 
江戸川区 旧中川灯籠流し実行委員会 
江戸川区 小松川平井地区連合町会 

松島 信治郎 
三好 寿雄 
江頭 正恭 
谷川 貞夫 

 所 属 ・ 職 名 氏 名 

行 
政 
委 
員 

墨田区都市計画部都市整備担当道路公園課長 
江東区土木部水辺と緑の課長 
江戸川区土木部計画課長 
東京都環境局自然環境部水環境課長 
東京都下水道局建設部土木設計課長 
東京都下水道局東部第一管理事務所ポンプ施設課長 
財団法人 東京都公園協会水辺事業課長 
東京都建設局河川部副参事（河川管理制度担当） 
東京都建設局河川部副参事（総合治水・低地河川防災計画担当）

東京都建設局第五建設事務所管理課長 
東京都建設局江東治水事務所内部河川工事課長 
東京都建設局江東治水事務所水門管理課長 

渡辺 茂男 
荒木 猛男 
立原 直正 
池田 茂 
猪八重 勇 
安藤 哲男 
植村 敦子 
小谷 健 
野村 隆 
勝見 恭子 
小林 一浩 ◎

土屋 彰夫 
 
連絡先 ：江東内部河川流域連絡会事務局（東京都江東治水事務所内部河川工事課内） 
担当 ：吉岡、清水 
TEL ：03-3692-4945 (直通) FAX 03-3696-6499 
Email-address：S0200225@section.metro.tokyo.jp 

◎ 座長

江東内部河川流域連絡会・委員名簿 


